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2026 年 7 ⽉ 23 ⽇ 
報道関係各位 
プレスリリース 

株式会社ドリーム・アーツ 
 

SmartDB、⽇⽴製作所の輸出管理（安全保障貿易管理）業務に採⽤ 
〜旧システムをノーコードで刷新、約 5,000 ⼈が利⽤する基盤に〜 

 
⼤企業向けクラウドサービスの株式会社ドリーム・アーツ（東京本社：東京都渋⾕区、広島本社：

広島県広島市、代表取締役社⻑：⼭本 孝昭、以下 ドリーム・アーツ）は、株式会社⽇⽴製作所（本
社：東京都千代⽥区、以下 ⽇⽴製作所）の輸出管理（安全保障貿易管理）業務の基盤として、⼤
企業向け業務デジタル化クラウド「SmartDB®（スマートデービー）」が採⽤され、2026 年 4 ⽉
より運⽤が開始されたことをお知らせします。 

ドリーム・アーツは、⽇⽴製作所が旧来運⽤してきた輸出管理システムの刷新にあたり、登録ユ
ーザー約 5,000 ⼈が利⽤する業務基盤の再構築をノーコードで⽀援しました。 システム刷新によ
り、⽇⽴製作所は運⽤保守コストの抑制と法改正・制度変更への柔軟な対応を両⽴する業務基盤を
実現しています。 

 

■SmartDB 導⼊の背景：法改正への対応と運⽤保守の負荷軽減が課題に 
昨今の国際情勢の変化や各国の規制強化を背景に、輸出管理業務（安全保障貿易管理）を取り巻

く環境は⼀層複雑化しており、企業には輸出規制の⾒直しや法改正に迅速かつ正確に対応できる体
制が求められています。  

輸出管理は、法令に基づいて輸出の可否を適切に判断・管理するもので、企業のガバナンス上重
要な役割を担います。 ⽇⽴製作所では、各事業部⾨がおこなう輸出取引の審査と、その過程で必
要となる帳票を併せてシステム上で管理してきました。 しかし、旧来運⽤してきたシステムは、
フレームワークの⽼朽化に伴う保守費⽤や運⽤負荷の増加が課題となっていました。 また、法改
正や規制変更への対応には、都度外部ベンダーによる改修が必要であり、迅速かつ柔軟な対応が困
難な状況でした。 

こうした課題を背景に SmartDB®は審査プロセスをノーコードで構築・運⽤できる点が評価さ
れ、⽇⽴製作所の新システムの基盤として採⽤されました。 

 

■SmartDB で実現したこと：輸出管理業務基盤をノーコードで刷新 
輸出管理業務の根幹である「取引審査（※1）」をはじめとした、⼀連の審査プロセスが SmartDB®

によりノーコードで整備されました。 輸出管理業務では、リスト規制（※2）における規制対象品⽬
の追加・削除、キャッチオール規制（※3）の運⽤変更、国・地域に対する制裁措置など、法令にもと
づく変更が継続的に発⽣します。 SmartDB®を活⽤することで、チェック項⽬やビジネスロジッ
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クに影響する変更が⽣じた際にも、現場の担当者⾃⾝が迅速に更新できる仕組みを整えました。  
構築にあたっては、運⽤保守の負荷を抑える⼯夫も施しています。 たとえば、ダイナミック・ブ
ランチ機能（※4）を活⽤し、リスト規制で⽤いる輸出管理票とキャッチオール規制審査の顧客情報
を共通化することで、⼀⽅で更新した情報がもう⼀⽅にも⾃動反映される構造とし、⼆重管理や
更新漏れを防いでいます。 

本システムの刷新は、現場の実務に即した要件を取り込みながら構築を進めたことで、業務の
実態に合ったシステムを実現しています。 

※1 取引審査：取引の相⼿先・最終需要者・⽤途・仕向地などを確認し、その輸出の可否を審査すること 

※2 リスト規制：武器や⼤量破壊兵器などの開発などに⽤いられるおそれの⾼い特定の貨物・技術をリストで指定し、輸出

に際して許可を必要とする制度 

※3 キャッチオール規制：⼤量破壊兵器や通常兵器への転⽤リスクがある場合、リストにない品⽬も輸出を規制する仕組み 

※4 ダイナミック・ブランチ機能 特許取得：https://www.dreamarts.co.jp/news/press-release/pr260428/ 

 
 

【イメージ：SmartDB を中核とした輸出管理業務のシステム連携イメージ】 

 

 

 

https://www.dreamarts.co.jp/news/press-release/pr260428/


 

  3 / 4 

DAPR_20260723_01 
 

■SmartDB の選定理由：保守性と柔軟性を備えた⼤規模運⽤基盤を評価 

SmartDB®が評価された主なポイントは以下のとおりです。 
• 現場主導で継続改善できるノーコード開発基盤 

法令遵守に必要な要件を担保しながら、過剰な作り込みによる保守負担を抑え、持続可
能な運⽤改善を実現できる点 

• エンタープライズ⽔準の⾼いセキュリティ 

⼤規模運⽤に求められる⾼度なセキュリティ要件を満たし、既存システムとの連携に
おいてもその基準をクリアできる点 

• 豊富な標準機能 

輸出管理業務に求められるワークフローやWebデータベースなどの複雑な要件を、ノ
ーコードの標準機能の範囲で実現できる点 

• ⼿厚い伴⾛型の導⼊・運⽤⽀援体制 
検討段階から運⽤開始後まで⼀貫した⽀援が受けられ、継続的な改善にも対応できる
点 

 

■株式会社⽇⽴製作所 IT デジタル統括本部 経営デジタル推進部 部⻑ ⼭岡 慎 ⽒
からのコメント 

旧来運⽤してきた輸出管理システムには、保守負担の増加や法改正への対応スピードといった
課題がありました。 今回ドリーム・アーツと連携し、ノーコードの SmartDB®を活⽤することで、
これらを根本から解消できたことに⼤きな意義を感じています。 特に、業務部⾨の担当者⾃⾝で
も軽微な修正を迅速におこなえる準備が整ったことは、⼤きな前進です。  

構築にあたっては、検討段階から運⽤開始後まで、ドリーム・アーツに伴⾛型で⽀援いただきま
した。 業務部⾨と IT 部⾨が⼀体となり、現場の知⾒を取り込みながら構築を進められたことも
⼤きな成果です。 今後は本業務で得た知⾒を活かし、SmartDB®を積極活⽤しグループ全体の業
務デジタル化を⼀層進めてまいります。 

 

 

 

ドリーム・アーツは、今後も“協創”を理念に掲げ、「現場⼒強化」「企業競争⼒向上」に役⽴
つトータルソリューションを提供してまいります。 
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SmartDB®（スマートデービー）について https://hibiki.dreamarts.co.jp/smartdb/ 
SmartDB®は、⼤企業市場シェア No.1（※5）の業務デジタル化クラウドです。 現場個別の業務か
ら全社横断業務までノーコードで開発可能。 ワークフローとWebデータベースを中⼼に多彩な
機能をもち、柔軟な外部システム連携、きめ細かな権限管理、⾼度なセキュリティ要件にも対応
しています。 三菱UFJ 銀⾏や KDDI、ツルハホールディングス、筑波⼤学など、⼤企業を中⼼
にあらゆる業種業態のユーザーが利⽤中です。 サービス基盤としてマイクロソフトが提供するク
ラウドプラットフォーム「Microsoft Azure」を採⽤し、利⽤規模の変化やコンテンツの増加にも
柔軟に対応できる環境を実現しています。 
※5 テクノ・システム・リサーチ「2025 年 SaaS 型ワークフロー市場メーカーシェア調査」より 

 

 

株式会社ドリーム・アーツについて https://www.dreamarts.co.jp/ 
「協創する喜びにあふれる⼈と組織と社会の発展に貢献する」をコーポレート・ミッションに掲
げるドリーム・アーツは、「協創」を⾃ら体現することで、顧客の真のソリューションパートナ
ーとして総合的な課題解決をお⼿伝いしています。 

主なサービスとして、⼤企業向け業務デジタル化クラウド「SmartDB®」、多店舗オペレーショ
ン改⾰を⽀援する「Shop らん®（ショップラン）」、⼤企業の働き⽅を変えるビジネスコックピ
ット「InsuiteX®（インスイートエックス）」などのクラウドサービスを開発・提供していま
す。 

 

 

<本件に関するお問い合わせ先>  

株式会社ドリーム・アーツ  広報担当 ⾦井、岡 

〒150-6029 東京都渋⾕区恵⽐寿 4-20-3 恵⽐寿ガーデンプレイスタワー29F 

TEL：03-5475-2501 / 090-9149-3958 E-mail：pr@dreamarts.co.jp  

記載されている会社名および商品・サービス名は各社の登録商標または商標です。 
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